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成果の概要

本研究の目的は、力学的および熱的な素過程に基づいて、現在の分子雲中での星形成お
よび原始銀河雲中における第一世代天体形成を詳細に数値計算し、さらにそこから背後
に存在する物理的本質を抽出することによって理解し、最終的に上記天体の初期質量関数
（IMF)を理論的に導出するための基盤を整えることである。
本年度は、(１）微量な重元素を含む原始銀河雲ガス雲が収縮する際の形状の進化を現

実的な熱進化のもとでこれまでより低い密度を初期条件として調べ、重元素量が太陽近傍
の 10−4程度のときには、進化の途中で熱化によりコアが丸くなるため最終分裂が低密度
となり小質量星が出来にくいことを示した。(2）ガス雲の衝突に伴って形成される高密度
な平板状雲の重力不安定による分裂過程を平板の非定常な形成過程を考慮に入れて線形解
析と３次元の流体力学計算によって調べた。衝突によって引き起こされる分裂が起るため
の条件を求めた。(３）中心からの爆風を伴ったガス雲の収縮過程を調べた。爆発により
球殻状の高密度領域が形成される。様々な爆発エネルギーと収縮のマッハ数に対して系統
的に計算し、シェルが分裂して多数のコアになる条件を求めた。


